
              

文章の書き方が学べる

小論文対策や

レポートのまとめ方の参考に

Vol.201　図書館から

　　　    こんな本を 2019/9/2
　　甲南女子中高・図書館

夏休みが終わって

２学期のスタート 読書の秋の幕開けに

生命科学系の人へ

『理工系のためのよい文章の書き方』

福地健太郎・園山隆輔 816/F

『生命科学・医療系のための

情報リテラシー』

飯島史朗・石川さと子 007.6/I

社会科学系の人へ

『社会科学系

論文の書き方』

明石芳彦 816.5/A

『分かりやすい

公用文の書き方』

礒崎陽輔 816.4/I

曖昧な表記方法もこれで確認。

『ビジネス文・論文・

レポートの文章術』
篠田義明 816/S

『学びの技 14歳からの

探究・論文・プレゼンテーション』
後藤芳文・伊藤史織・登本洋子
002.7/G

調べ学習の基本が身につく。

『音楽のあゆみと音の不思議』
小村公次 762/K/1～4

①誕生から古代・中世の音楽

②中世からバロックの音楽

③古典派から現代の音楽

④音楽のしくみとルール

『一目置かれる知的教養

日本美術鑑賞 』
秋元雄史 721.02/A

『入門 日本書道史』
杉浦妙子 728.21/S

『和英書道用語・用例集』
出頭茂/Monique Morley 728/S

『音楽劇の歴史』重木昭信 766/S

『オペラへようこそ！』
ドナルド・キーン 766.1/K

『関西のモダニズム建築』
石田潤一郎 監修 523.16/K

『神戸・大阪・京都 レトロ建築さんぽ』
倉方俊輔 523.16/K

『イギリス菓子図鑑』羽根則子 596.65/H

『はればれ、お寿司』
杉浦日向子ほか 914.68/A

おもわず垂涎。ほろりと涙。「おいしい」という言

葉を使わずに紡ぐ、33人のエッセイは圧巻。

『食物アレルギーキャラクター図鑑』
赤澤晃 監修 493.14/S

『大人になる前に知る 命のこと』
加納尚美編著 367.9/K

『にっぽんオニ図鑑』
山崎敬子 388.1/Y

『多文化共生社会に生きる』
李修京 編著 361.5/I

この他にも

図書館には、こんな本が。



大学受験に向けて

考えてみよう

戦争のこと、平和のこと

自習室の入り口付近に、並べています。図書館に

は、過去数年分があります。

コピーを目的とする一時持ち出しは可能です。カウ

ンターに申し出てください。

コピーは、図書館内では出来ませんので、校内の

コピー機を使用してください。

『全国大学入試問題正解

２０２０年受験用』（全20巻）

文庫＆新書
『孫と私のケッタイな年賀状』 佐藤愛子

『食べる私』 平松洋子

『雨月物語』 上田秋成作/長島弘明校注

『海と毒薬』 遠藤周作

『春、戻る』 瀬尾まいこ

『木もれ日を縫う』 谷瑞恵

『最後の晩ごはん 12』 椹野道流

雑誌コーナーから

『螢雪時代』 旺文社

大学受験の

参考にどうぞ。

『沖縄フェイク偽の見破り方』 395.39/R

写真集 『沖縄1935』 A748/S

写真集 『沖縄のことを教えてください』 A748/A

ガイドブック 『沖縄修学旅行』 291.99/A

『辺野古に基地はつくれない』 080/I/987

『沖縄の基地の 間違ったうわさ』 080/I/962

『「戦争」と「平和」をあらわす世界の言葉』 319.8/I

『沖縄戦を知る事典』
吉浜忍ほか編 219.9/Y

語ることができないほど残忍な

現実があった。沖縄戦の終戦

から74年。もはや、沖縄戦を語

り継ぐ者が少なくなっている。

『基地と聖地の沖縄史』
山内健治 387/Y

米軍基地内には、戦前から住民

の信仰の対象となる聖地があり、

今も伝統行事が行われている。

『沖縄の名城を歩く』
上里隆史・山本正昭 編
219.99/U

「グスク（城）」は人々の中

に「祈りの場」として息づく。

『原爆ドーム』 319.8/E

『綾瀬はるか「戦争」を聞く 』 081.9/ｲ/741

『綾瀬はるか「戦争」を聞くⅡ』 081.9/ｲ/835

『核兵器はなくせる』 081.9/ｲ/880

写真集『HIROSHIMAヒロシマ2005』 A748/T

『広島・長崎の平和宣言』 319.8/K

『ヒロシマに来た大統領』 319.8/A

『ヒロシマをのこす』
佐藤真澄 319.8/S

広島に原爆が投下された1945年

8月6日朝の克明な状況、広島平

和記念資料館を誕生させた長岡

省吾の熱き想いと経緯を綴る。

『クラスメイツ〈前期〉〈後期〉』 森絵都

『白鯨（上）（下）』 メルヴィル

『動物園は進化する』 川口幸男/アラン・ルークロフト

『調べる技術 書く技術』 佐藤優

『平成時代』 吉見俊哉

『アメリカ人のみた日本の死刑』 D・T・ジョンソン

『ひとりで、考える』 小島俊明

『京都大とノーベル賞』 広瀬一隆

『茶道史ゆかりの地を歩く』 森恭彦

『獣医学部』『栄養学部』他

どんな学部で何を学ぶ？

『なるにはBOOK

大学学部調べ』シリーズ

多文化共生社会に生きる』

この他にも

図書館には、こんな本が。

【学級文庫について】購入希望のあったクラスには、9/2（月）に配付します。

学級文庫は、クラスみんなのものです。机やロッカーに保管せず、大切に扱いましょう。

読書の時間を有意義に過ごしてください。


